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家を建築 してきた。 しか し,彼 らの現在の民
















































は,現在 も根強 く残っており,テ ィカールの
多 くの王宮建築に共通するこれらの機能と形
態は,彼 らの王制社会組織の特徴を明確に示
しているといえる。
4お わ りに
近代化により自然や土地の風土特性を無視
した画一的な生活空間が増大 しつつある日本
の現状に対 して,豊かなイメージと意味をも
つ空聞が現存するカメルーンの王制社会 と王
宮建築からは多 くの学ぶべき点がある。 自然
と共生 してきた多様な民族文化における価値
観や自然観を再評価する必要性があるのでは
ないだろうか。筆者がカメルーンでこれまで
調査 してきたティカールの人びとの神聖王を
中心 とする王国文化は,人間の自然観を理解
するための適例である。
風土景観を把握するためには,対 象地域の
現地調査を行い,自然環境や集落 ・建築といっ
た生活空間の機能 と形態の特徴を明らかにし,
そこで繰 り広げられる日常生活,儀 礼祭祀,
あるいは民族芸術に関する民族学的な調査分
析を行うことが重要である。さらに,ジオラ
マ(diorama)などの景観模型を製作するこ
とにより,現地の景観を再現することも有効
である。
ヒトが 自然に何らかの手を加えることを前
提とする環境デザインにおいて,自 然生態系,
民族文化,民 族芸術に関するフィール ドワー
クや景観模型の製作は,新 たな 「エコロジー
思想」に関する知見を得るために意義のある
調査研究手法であるといえる。カメルー ンの
王宮建築に関する本研究は,そ のような一例
である。
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